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a. はじめに
a-1. 国の補助金の共通ルール
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• 精算払（後払い）

補助金の支払いは、事業完了後に提出された実績報告書の内容を国が審査し、補助金額の確定を行った上
での後払い（「精算払」と言います）が、国の会計制度の原則です。

• 概算払（仮払い）

補助事業の円滑な遂行のために特に必要な場合は、政府内で協議がされ、例外として、事業完了前に仮払い
（「概算払」と言います）を受けることができます。特に必要な場合かどうかの判断については、提出いただく資金
繰り表をもとに協議されることとなります。

・資金繰り表（提出書類）

概算払を希望する場合は、資金繰り表の提出が必要となります。概算払を希望する月までに支出した補助対
象経費の合計額及び別途定められる上限額（上限額の詳細は2ページをご確認ください）の範囲内で金額を
申請することができます。

• 概算払を受けるまでにかかる期間

政府内での協議の結果が分かるまでに2ヶ月程度かかります。また、協議の結果、承認された場合は支払いまで
更に1ヶ月程度かかるため、概算払の申請から支払いまでは3ヶ月以上の期間を要します。 なお、承認が下りな
かった場合は、概算払を受けることはできません。

国の補助金の共通ルール



a. はじめに
a-2. 本補助金における概算払
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本補助金では、事業者の希望があれば、交付決定額の7割を上限として、「概算払」を受けることができます。

※団体としての主催実績がなく、個人としての実績に基づき申請した任意団体* は、交付決定額の5割を上限とします。

＊中核者が任意団体である実行委員会も含む

「概算払」を希望される場合は、7ページ以降の記載を参考に「資金繰り表」を作成・提出してください。

資金繰り表の確認の後、政府内で協議を経て、承認されたものについて、「概算払」により支払いを行います。

※資金繰り表は国の共通の様式ですが、本補助金の資金繰り表は、一部簡略化した資金繰り表となっております。

なお、概算払を受けた場合は、補助金額の確定後には概算払済額を差し引いた金額が支払われます。確定した補
助金額が概算払済の金額に満たなかった場合は、補助金の返還が必要となりますのでご注意ください。

※返還となった場合には、返還命令書に書かれた期限内（額の確定通知日から20日が目安）に納付手続を行っていただく必要
があります。期限内に納付されなかった場合は、未納額に対して、その期間に応じて年利10.95％の割合で計算した延滞金が発生
します。

本補助金における概算払



a. はじめに
a-3. 申請から概算払までの流れ
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概算払を希望する事業者は、本補助金の「交付決定通知書」の受領後に申請することができます。
以下が、「申請」から「概算払」までの申請手続きの流れです。
実施の事務手続きについてご理解の上、ご申請ください。

文化庁 事務局 申請者

②概算払申請③受付・
確認

④資金繰り表送付 ①資金繰り表
作成

⑩請求書提出

申請手続きの流れ

※概算払の申請・受付から支払いまでの手続きには、3か月以上の時間を要します。

財務省

⑥協議
⑤確認・
とりまとめ

⑦承認 ⑨請求書提出依頼

⑬補助金の概算払

⑪受付・
確認

⑫請求書提出

⑧協議結果連絡



a. はじめに
a-4. 「概算払」の時期
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概算払の申請の受付時期により、概算払の支払い時期が異なります。
（申請を行った時期ではなく、内容に不備がない資料として事務局が確認できた時期が基準となります。）
※受付期日までに内容の確認が出来なかったものについては、次期の取扱いとなります（国の共通の制度として、政府内の協議が開始される時期に合
わせて、受付時期を設定しています）。

※原則として、概算払の支払いは1回を予定しています。ただし、①②については1度に申請額の全額分の概算払
を受けることができない場合があります。第2四半期（2022 年9月）までに概算払全額分の支出予定がない場
合は、第3四半期に残額の概算払の希望があれば、支払いは2回まで可能です。

※概算払の承認の連絡がありましたら、申請システム上で自動生成される請求書のご確認をお願いします。

受付時期と支払時期

受付時期 支払時期

① ～5月25日（水） 8月下旬以降（第2四半期）

② ～6月22日（水） 9月下旬以降（第2四半期）

③ ～7月21日（木） 10月下旬以降（第3四半期）

④ ～8月23日（火） 11月下旬以降（第3四半期）



b. 概算払の申請方法
b-1. 申請システム（1/3）

概算払を希望する事業者は、交付決定後に申請システム上から概算払の申請をしてください。

申請システム
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ページ左メニューにある、「概算払」をクリックしてください。

概算払申請開始ページが表示されます。
「概算払の申請をはじめる」をクリックしてください。

概算払のページが表示されます。
「概算払を申請する」をクリックしてください。

概算払のページが表示されます。
「概算払を登録・更新する」をクリックしてください。
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申請システム

概算払希望額の総額（単位：円）を入力してください。

※交付決定金額に概算払上限の割合を乗じた金額（①×②）が上限となります。

※2回の支払いを希望される（本資料3ページ参照）場合は、1回目と2回目の合計金額を
入力してください。

概算払希望月を選択してください。

※受付時期（本資料3ページ参照）及び資金繰り表（本資料9～13ページ参照）に応じ
た月をご選択ください。

※2回の支払いを希望される場合、四半期ごとに1回（ 「8月・9月」、「10月・11月」でそれ
ぞれ1回ずつ）となるようにしてください。

1回目概算払希望額（単位：円）を入力してください。

※資金繰り表に入力した概算払額（本資料9～13ページ参照）と同額を入力してください。

２回目概算払希望額（単位：円）を入力してください。

※概算払希望月を2つ選択した場合に表示されます。

※資金繰り表に入力した概算払額（本資料9～13ページ参照）と同額を入力してください。

「ファイルアップロード」をクリックして、作成済みの資金繰り表を添付してください。

入力とファイルアップロードが終わりましたら「確認画面へ」をクリックしてください。

以下の各項目を入力し、資金繰り表を添付してください。（資金繰り表の作成方法は7ページ以降にあります。）

①

②

b. 概算払の申請方法
b-1-2. 申請システム（2/3）

交付決定内容を元に概算払上限（本資料1ページ参照）と交付決定額が
自動入力されています。
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申請システム

申請が受理されたことをご確認いただくため、ご担当者宛に
以下の申請受付のメールが届きます。

概算払申請の登録が終わりましたら「概算払を申請する」をクリックしていただき、概算払申請は完了となります。

※このメールはシステムより自動送信しています。

ARTS for the future! 2 事務局です。

ご依頼がございました概算払申請を受理しました。

＜今後の流れ＞
●「承認」の場合
システムからのメールにて、承認された旨を通知をいたします。
●「非承認」の場合
システムからのメールにて、承認不可の旨を通知いたします。
●「差戻し」の場合
システムからのメールにて、修正依頼のご連絡をいたします。

＜ご注意いただきたい事項＞
※申請システムにて、情報を入力・修正できるのはステータスが「概算払確認待ち」の場合のみです。その他ステータ
スの場合は事務局にて審査作業を行っている、もしくは承認、承認不可が確定された場合ですので、入力・修正は
できません。やむを得ない理由で、入力・修正を行いたい場合は事務局にご連絡願います。
※審査の状況などに関するお問い合わせには一切お答えできません。
※このメールは申請システムで概算払申請いただいた方に
自動でお送りしております。このメールへの返信はできません。
ご不明な点がある場合は、事務局へご連絡ください。

----------------------------------------
ARTS for the future! 2 事務局
申請システム：https://・・・ログインURL・・・
問合せ(メール)：question@aff2.bunka.go.jp
問合せ(電話)：0120-070-113

b. 概算払の申請方法
b-1-3. 申請システム（3/3）



b. 概算払の申請方法
b-２. 資金繰り表（AFFで概算払いを受けた実績がない事業者）

概算払を希望する事業者で、AFF（コロナ禍を乗り越えるための文化芸術活動の充実支援事業）で概算払の
実績がない事業者は、指定書式の資金繰り表を作成して提出してください。

資金繰り表（様式）
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0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0



b. 概算払の申請方法
b-３. 資金繰り表（AFFで概算払いを受けた実績がある事業者）

概算払を希望する事業者で、AFF（コロナ禍を乗り越えるための文化芸術活動の充実支援事業）で概算払の
実績がある事業者は、指定書式の資金繰り表を作成して提出してください。入力は「支出の部」のみで結構です。

資金繰り表（様式）

9

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0



c. 資金繰り表の作成方法
c-1. 資金繰り表の入力
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下の手順に従って資金繰り表を入力してください。

入力方法及び留意点

① 支出の部の「人件費」「物件費」の支出予定を入力。（4月以前の分は4月にまとめて入力ください。）

② 概算払を受ける月までの各月の支出額について、「自己資金融通」と「銀行等からの借入金等」でそれぞれいくらの金額を

賄うかを入力。（「当該事業にかかる国からの概算払額」欄を利用できるのは8月以降となります。）

③ 概算払を受ける月に概算払額（交付決定額の7割を上限）※を入力。上限を上回る支出額及び上回る月以降の支出

額については、 「自己資金融通」と「銀行等からの借入金等」とで賄う金額をそれぞれ入力。

※個人としての実績に基づき申請した任意団体（中核者が任意団体である実行委員会も含む）は、交付決定額の5割を上限。

④ 精算払の欄に残額（交付決定額ー概算払額）を入力し、「自己資金融通返済」と「銀行等借入金返済」に各々の金

額を入力。

留意点

・毎月の収入額（合計①）と支出額（合計②）は同額となります。

・各四半期の支出額の合計額以上の概算払はできません。

※エクセルシート入力欄外のチェック欄がすべて〇となっていることを確認してください。



0 0 0 0 0 0 0 0 0 4,200,000 0 4,200,000 0 0 0 0 0 0 4,200,000

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1,800,0001,800,000

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 5,500,000 0 0 5,500,000 0 0 0 0 0 0 5,500,000

0 0 0 0 0 0 0 0 5,500,0004,200,000 0 9,700,000 0 0 0 0 0 1,800,00011,500,000

0 0 0 0 0 0 0 0 2,000,000 0 0 2,000,000 0 0 0 0 0 0 2,000,000

0 0 0 0 0 0 0 0 3,500,000 500,000 0 4,000,000 0 0 0 0 0 0 4,000,000

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 3,700,000 0 3,700,000 0 0 0 0 0 1,800,0005,500,000

0 0 0 0 0 0 0 0 5,500,0004,200,000 0 9,700,000 0 0 0 0 0 1,800,00011,500,000

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

F000000 4,200,000

c. 資金繰り表の作成方法
c-2. 資金繰り表の入力例（１）【交付決定金額：6,000,000円、事業期間：10月～11月】
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①支出予定額を入力（10月・11月）。
②10月は自己資金で賄うことから、支出額と同額を自己資金融通に入力。
③概算払を受ける11月に交付決定額の7割の(4,200,000円)の概算払額を入力。概算払額(4,200,000円)から10月の物件費 (500,000円)を差し引いた額

(3,700,000円)は、自己資金の返済に充てることとなることから、自己資金融通返済に入力。
④精算払に残り3割の(1,800,000円)を入力し、同額が自己資金融通額の返済となるため、自己資金融通返済にも入力。
⑤概算払協議額に概算払希望額の総額(4,200,000円)を入力。

資金繰り表（例1） 7割

①

③

②

毎月必ず一致させること

④

④
③

⑤

個人としての実績に基づき申請した任意団体は13 ページをご覧ください。



0 0 0 0 0 0 4,200,0004,200,000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4,200,000

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1,800,0001,800,000

0 0 0 0 1,800,000 1,400,000 0 3,200,000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3,200,000

0 0 600,000 600,000 0 0 0 0 400,000 0 0 400,000 0 0 0 0 0 0 1,000,000

0 0 600,000 600,0001,800,0001,400,0004,200,0007,400,000 400,000 0 0 400,000 0 0 0 0 0 1,800,00010,200,000

0 0 600,000 600,000 600,000 600,000 600,0001,800,000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2,400,000

0 0 0 0 1,200,000 800,000 1,200,0003,200,000 400,000 0 0 400,000 0 0 0 0 0 0 3,600,000

0 0 0 0 0 0 2,400,0002,400,000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 800,0003,200,000

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1,000,0001,000,000

0 0 600,000 600,0001,800,0001,400,0004,200,0007,400,000 400,000 0 0 400,000 0 0 0 0 0 1,800,00010,200,000

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

F000000 4,200,000

c. 資金繰り表の作成方法
c-3. 資金繰り表の入力例（２）【交付決定金額：6,000,000円、事業期間：6月～10月】
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資金繰り表（例2）

①各月の支出予定額を入力（6月～10月）。
②6月の支出額(600,000円)は自己資金、7月・8月の支出額(3,200,000円)は銀行借入で賄うことから、それぞれの額を自己資金融通及び銀行等からの借入金等に入
力。

③国からの概算払を受ける予定の9月に7割の金額(4,200,000円)を入力。概算払額(4,200,000円)から9月の人件費と物件費の合算額(1,800,000円)を差し引いた
額(2,400,000円)は、自己資金より先に銀行借入の返済に充てることとなることから、銀行等借入金返済に入力。

④10月の支払額(400,000円)と同額を自己資金融通に入力。
⑤「精算払」に残り3割の額(1,800,000円)を入力し、同額が立替額の返済に充てるため、自己資金融通返済及び銀行等借入金返済に残額(計1,800,000円)を入力。

7割

①

②

③
⑤

⑤

④

① ①

②

個人としての実績に基づき申請した任意団体は13 ページをご覧ください。



0 0 0 0 0 0 3,600,0003,600,000 0 600,000 0 600,000 0 0 0 0 0 0 4,200,000

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1,800,0001,800,000

0 0 0 0 800,000 200,000 0 1,000,000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1,000,000

0 0 0 0 0 1,600,000 0 1,600,000 1,800,000 0 0 1,800,000 0 0 0 0 0 0 3,400,000

0 0 0 0 800,0001,800,0003,600,0006,200,0001,800,000 600,000 0 2,400,000 0 0 0 0 0 1,800,00010,400,000

0 0 0 0 0 600,000 600,0001,200,000 600,000 0 0 600,000 0 0 0 0 0 0 1,800,000

0 0 0 0 800,000 1,200,000 400,0002,400,000 1,200,000 600,000 0 1,800,000 0 0 0 0 0 0 4,200,000

0 0 0 0 0 0 1,000,0001,000,000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1,000,000

0 0 0 0 0 0 1,600,0001,600,000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1,800,0003,400,000

0 0 0 0 800,0001,800,0003,600,0006,200,0001,800,000 600,000 0 2,400,000 0 0 0 0 0 1,800,00010,400,000

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

F000000 4,200,000

c. 資金繰り表の作成方法
c-4. 資金繰り表の入力例（３） 【交付決定金額：6,000,000円、事業期間：7月～11月】
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①支出予定額を入力（7月～11月）。
②7月・8月は自己資金及び銀行からの借入れで賄うことから、それぞれの額を自己資金融通及び銀行等からの借入金等に入力。
③7月~9月の立替額の合算額（3,600,000円）が7割以下であるため、その合算額を9月の概算払額に入力。立替の返済にそれぞれの返済額を入力。10月の支出額

(1,800,000円)は自己資金で賄うことから自己資金融通に同額を入力。11月に概算払い上限額の７割まであと(600,000円)の概算払を受けられるため、11月の支
出額(600,000円)は概算払額で賄い概算払額に(600,000円)を入力。

④「精算払」に残り3割の額(1,800,000円)を入力し、同額が自己資金の返済に充てられることから、自己資金融通返済に同額(1,800,000円)を入力。

資金繰り表（例3） 合計が7割

①

③

④

④

③ ③

②

①

個人としての実績に基づき申請した任意団体は13 ページをご覧ください。



0 0 0 0 0 0 3,000,0003,000,000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3,000,000

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3,000,0003,000,000

0 0 0 0 800,000 200,000 0 1,000,000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1,000,000

0 0 0 0 0 1,600,000 0 1,600,000 1,800,000 600,000 0 2,400,000 0 0 0 0 0 0 4,000,000

0 0 0 0 800,0001,800,0003,000,0005,600,0001,800,000 600,000 0 2,400,000 0 0 0 0 0 3,000,00011,000,000

0 0 0 0 0 600,000 600,0001,200,000 600,000 0 0 600,000 0 0 0 0 0 0 1,800,000

0 0 0 0 800,000 1,200,000 400,0002,400,000 1,200,000 600,000 0 1,800,000 0 0 0 0 0 0 4,200,000

0 0 0 0 0 0 1,000,0001,000,000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1,000,000

0 0 0 0 0 0 1,000,0001,000,000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3,000,0004,000,000

0 0 0 0 800,0001,800,0003,000,0005,600,0001,800,000 600,000 0 2,400,000 0 0 0 0 0 3,000,00011,000,000

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

F000000 3,000,000

c. 資金繰り表の作成方法
c-4-2. 資金繰り表の入力例（3-2）【交付決定金額：6,000,000円、事業期間：7月～11月】
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①支出予定額を入力（7月～11月）。
②7月・8月は自己資金及び銀行からの借入れで賄うことから、それぞれの額を自己資金融通及び銀行等からの借入金等に入力。
③国からの概算払を受ける予定の9月に、5割の金額（3,000,000円）を入力。概算払額（3,000,000円）から9月の人件費と物件費の合計額（1,000,000円）
を差し引いた額（2,000,000円）は、自己資金や借入金への返済に充てることから各々に返済金額を入力。10月及び11月は支出額と同額を自己資金融通に入力。

④ 「精算払」に残り5割の額(3,000,000円)を入力し、同額が自己資金の返済に充てられることから、自己資金融通返済に同額(3,000,000円)を入力。

資金繰り表（例3-2 【5割上限】） 5割

個人としての実績に基づき申請した任意団体のケース

①

③

③

④

④

②

①



c. 資金繰り表の作成方法
c-5. 資金繰り表の欄外の確認

15

ü 入力が終わったら、資金繰り表の欄外の「※チェック欄※」がすべて「〇」となっていることを確認ください。
「×」になっているところは問題があるところですので、「〇」になるように修正してください。

資金繰り表の確認

このチェック欄が全て
「○」になっていることを確認

※AFF（コロナ禍を乗り越えるための文化芸術活動の充実支援事業）で概算払の実績がある事業者は、 「支出の部」のみの入力となるため、
チェック欄に「×」が入っている状態であっても、問題ありません。

0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0 0 0


